
「
な
り
ゆ
き
の
未
来
」
か
ら

 
   「

な
り
た
い
未
来
」
へ

『さすけなぶる× BOUSAIゼミな～る 』

月
号

4
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災
害
で
つ
な
が
っ
た

　
『 

絆 

』
大
切
に

　
全
国
６
校
の
高
校
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ディ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
！ 

第
２
ク
ー
ル
第
４
回
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
型
防
災
教
育
ツ
ー
ル
「
さ
す
け
な

ぶ
る
」
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
。
１
日
開
催
、

し
か
も
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
と
盛
り
沢
山
な
内
容
。

午
前
中
は
「
さ
す
け
な
ぶ
る
」
で
、
東
日
本

大
震
災
の
避
難
所
運
営
に
お
い
て
、
実
際
に

起
き
た
問
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
学
ぶ
。

現
場
を
想
定
し
、
限
ら
れ
た
時
間
は
数
分
間
。

正
解
は
無
い
中
、
最
善
の
方
法
を
選
択
す
る
。

一つ
決
め
る
ご
と
に
例
外
が
発
生
し
、
ま
た
対

応
に
追
わ
れ
る
。
頭
を
悩
ま
せ
る
時
間
も
無

い
中
、
判
断
の
最
後
の
砦
は
『
命
を
守
る
』

と
い
う
こ
と
。
一
番
大
切
な
『
命
を
守
る
』
に

は
、ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、そ
こ
に
立
ち
返
る
。

午
後
か
ら
の
「
B
O
U
S
A
I
ゼ
ミ
な
〜
る
」

は
、
各
学
校
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

発
表
。
前
号
で
紹
介
し
た
岡
山
県
矢
掛
高
校

は
、
未
災
地
の
方
に
被
災
現
場
の
匂
い
を
体

験
、
想
像
し
て
も
ら
う
『
匂
い
レ
シ
ピ
』
を
つ

い
に
完
成
。
災
害
現
場
別
に
、
金
魚
の
エ
サ

や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
３

種
類
。
実
際
に
当
セ
ン
タ
ー
が
再
現
し
、
リ

ア
ル
会
場
で
匂
い
を
嗅
い
で
も
ら
っ
た
。
思
わ

ず
顔
が
の
け
ぞ
る
参
加
者
た
ち
。
宇
和
島
で

も
豪
雨
災
害
時
は
こ
ん
な
匂
い
だ
っ
た
、
と

記
憶
が
よ
み
が
え
る
方
も
。

福
島
高
校
は
、
高
校
生
主
体
で
の
避
難
所
運

営
計
画
を
発
表
。
地
域
を
巻
き
込
み
、
小
中

高
一
緒
に
訓
練
す
る
計
画
、「
さ
す
け
な
ぶ
る
」

を
通
し
て
の
防
災
意
識
の
土
台
作
り
、
そ
し

て
地
域
を
超
え
て
福
島×

宇
和
島
な
ど
、
全

国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
構
想
。
回
を
重

ね
る
ご
と
に
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
る
若
い

力
に
大
人
は
感
服
。
ま
た
来
年
度
が
楽
し
み

と
な
っ
た
。

春の立間川清掃

当センター近くの川掃除。26名が参加。今回もゴ
ミは少なかったが、4ヶ月ぶりの草は大量。草刈り、
集草作業に加え、川ざらいをした泥で土のうを作り、
園地復旧用として農家さんへ提供。定期的な川掃除
は地域の人と環境問題について考えるきっかけに。
川の氾濫対策にも。(伊予銀行環境基金「エバーグリーン」
及び愛媛県「愛リバー・サポーター」制度を活用して実施 ) きずな博

スペシャル

　
３
月
１
９
日
、
福
島
県
南
相
馬
市
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
「
S
e
e
d
s
+
（
シ
ー
ズ
プ
ラ
ス
）」
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
。
２
０
日
、交
流
イ
ベ
ン
ト
『
つ
む
ぐ
』

宇
和
島
商
店
街
全
体
で
、
市
内
外
の
N
P
O
団
体

や
企
業
、
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
つ
な
が
っ

た
ボ
ラ
ン
ティ
ア
な
ど
が
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

音
楽
や
ダ
ン
ス
、
ア
ー
ト
、
ド
ロ
ー
ン
、
子
ど
も
食

堂
な
ど
多
種
多
様
な
お
店
が
並
ん
だ
。
ポ
ス
タ
ー
も

高
校
生
ア
ー
ティ
ス
ト
「
A
R
T
e
e
e
n
（
ア
ー

ティ
ー
ン
）」
の
メ
ン
バ
ー
が
制
作
。
宇
和
島
に
も
こ

ん
な
素
敵
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
、
と
発
見

と
と
も
に
、
地
域
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
実
感
。

１
０
t
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
に
司
会
は
シ
ロ
た
ろ
し

さ
ん
、
じ
ゃ
ん
け
ん
マ
ン
さ
ん
、
ツ
ン
さ
ん
。
音
響
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
里
お
ん
が
く
ど
う
さ
ん
。
開
催
直

前
、
福
島
で
は
地
震

が
発
生
。
２
日
間
、

募
金
活
動
や
グ
ッ
ズ
の

売
り
上
げ
を
寄
付
。

皆
様
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダンス NPO

子ども
宇和島
福島

えひめ南予
大人
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公式 LINE

地
域
食
堂×

お
困
り
ご
と
調
査

２
月
１
１
日
（
大　
浦
：
も
て
こ
ろ
食
堂
）

２
月
２
０
日
（
喜
佐
方
：
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）

３
月　
６
日
（
和　
霊
：
和
霊
公
民
館
）

３
月
１
３
日
（
大　
浦
：
も
て
こ
ろ
食
堂
）

助
成
金
情
報

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

出
張
防
災
教
室

三
間

in

２
月
１
７
日
「
座
っ
て
で
き
る
ヨ
ー
ガ
」

　
冬
場
に
凝
り
固
ま
っ
た
体
を
ほ
ぐ
す
。
無
理

せ
ず
座
っ
て
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
な
ど

ゆ
っ
た
り
と
。
ヨ
ー
ガ
の
後
に
は
講
師
に
よ
る

オ
カ
リ
ナ
演
奏
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
心
身
共
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
に
。

３
月
１
７
日
「
ス
マ
ホ
講
座
」

　
昨
年
開
催
し
た
「
ス
マ
ホ
講
座
」
の
第
２
回
目
。
ス
マ
ホ
に
関
す
る

お
悩
み
は
多
く
、
地
域
食
堂
で
の
お
困
り
ご
と
調
査
で
も
あ
が
っ
て
い

た
。
行
先
を
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、

容
量
と
通
信
量
の
違
い
、
月
額
料
金
の
見
方
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
や
り
方
、
シ
ニ
ア
向
け
お
す
す

め
ア
プ
リ
の
紹
介
な
ど
、
前
回
の
要
望
に
沿
っ

た
内
容
に
。
参
加
者
の
お
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

ま
だ
ま
だ
個
別
に
ゆ
っ
く
り
相
談
で
き
る
時
間

が
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
開
催

予
定
。 茶

話
会

座
っ
て
で
き
る
ヨ
ー
ガ

ス
マ
ホ
講
座

　
３
月
１
３
日
開
催
。
講
師
は
「
災
害

N
G
O
結
」
前
原
土
武
代
表
。
前
半
は

座
学
、
後
半
は
電
動
工
具
の
使
い
方
な
ど

実
技
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
実
践
的
な
授

業
。
家
屋
の
大
型
模
型
を
使
い
、床
下（
和

室
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
２
タ
イ
プ
）
や
壁

の
内
部
構
造
を
体
感
し
な
が
ら
学
ぶ
。
手
持
ち
の
道
具
や
電
動
工
具
を

使
用
し
、浸
水
時
の
作
業
順
序
を
確
認
。
家
屋
復
旧
は
カ
ビ
と
の
戦
い
。

電
動
工
具
は
バ
ッ
テ
リ
ー
式
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
で
統
一
す
る
こ
と
で
応
用

が
効
き
、
電
気
の
使
え
な
い
段
階
で
も
早
い
復
旧
が
で
き
る
。
思
い
出

の
家
屋
を
、最
小
限
の
傷
で
復
旧
さ
せ
る
こ
と
。よ
り
早
い
心
の
復
旧
に
。

水
害
時
の
対
応
と
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

前半はしっかりと座学で知識を身につけ

後半の実技で体で覚える

３
・
１
１

線
香
花
火
ナ
イ
ト

２
月
１
６
日
（
水
）

　

三
間
小
学
校
よ
り
防
災
教
室
の
依
頼
を

受
け
、
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
出
張
。

お
昼
か
ら
２
時
限
の
コ
ー
ス
で
、
５
年
生
３

５
名
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用
講
座
、
パ
ラ

コ
ー
ド
の
編
み
方
講
座
を
行
っ
た
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
知
っ
て
る
け
ど
、
実
際
に

組
み
立
て
た
こ
と
は
な
い
。
寝
心
地
、
強
度

は
ど
う
か
。
み
ん
な
で
協
力
し
ベ
ッ
ド
を
組

み
立
て
、
活
用
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
講
師
は

佐
々
木
宣
夫
さ
ん
。
一
度
や
る
と
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
、
備
え
と
な
る
。

パ
ラ
コ
ー
ド
講
座
で
は
、
な
ん
と
生
徒
に
経

験
者
が
。
生
徒
同
士
で
助
け
合
っ
て
編
む
こ

と
が
で
き
た
。
先
生
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
り
、

動
画
を
見
て
復
習
。
パ
ラ
コ
ー
ド
は
強
さ
と

軽
さ
が
特
徴
。
テ
ン
ト

設
営
ほ
か
、
緊
急
時
の

靴
ひ
も
、
着
火
剤
、
洗

濯
物
干
し
な
ど
災
害
時

に
も
役
立
つ
。
子
ど
も

達
か
ら
は
、
ま
た
授
業

で
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
。

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
防

災
講
座
と
な
っ
た
。

　
　

 

子
ど
も
（
地
域
）
食
堂
と
連
携
し
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
、ち
ょ
っ

と
座
っ
て
お
話
が
で
き
る
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。何
気
な
い
お
し
ゃ

べ
り
の
中
、
地
域
の
お
困
り
事
を
伺
う
。
天
気
の
日
に
は
ご
家
族
連
れ

が
た
く
さ
ん
。
空
き
家
活
用
の
相
談
や
、
ス
マ
ホ
に
関
し
て
の
お
悩
み

が
あ
り
、
そ
の
場
で
ミ
ニ
ス
マ
ホ
講
座
に
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
イ

ベ
ン
ト
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と

を
連
携
団
体
と
協
力
し
計
画
し
て
い
く
。
お
困
り
ご
と
は
多
岐
に
わ
た

る
。
行
政
、
社
協
な
ど
に
も
つ
な
ぎ
、
解
決
へと
導
く
。
地
域
の
婦
人

部
や
青
年
部
の
皆
さ
ん
ら
と
協
力
し
た
り
、
各
地
域
が
盛
り
上
が
る

仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

　
３
月
１
１
日
線
香
花
火
ナ
イ
ト
。
午
後
７
時
、
日
本
各
地
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
ぎ
、
全
国
一
斉
に
線
香
花
火
で
追
悼
。
当
セ
ン
タ
ー
前
で
ご
近

所
の
皆
さ
ん
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も

震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

災
害
で
繋
が
っ
た
絆
を
大
切
に

次
に
備
え
て
い
く
。

つながるポスト

お困り
ごとな

ど

なんで
も投函

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は

セ
ン
タ
ー
公
式
ラ
イ
ン
に
て
↓

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は

セ
ン
タ
ー
公
式
ラ
イ
ン
に
て
↓


